
◎
原
子
力
損
害
の
賠
償
に
関
す
る
法
律
及
び

原
子
力
損
害
賠
償
補
償
契
約
に
関
す
る
法

律
の
一
部
を
改
正
す
る
法
律

（
平
成
二
六
年
一
一
月
二
八
日
法
律
第
一
三
四
号
）

一
、
提
案
理
由（
平
成
二
六
年
一
〇
月
三
一
日
・
衆
議
院
文
部
科
学

委
員
会

）

○
下
村
国
務
大
臣

こ
の
た
び
政
府
か
ら
提
出
い
た
し
ま
し
た
原
子
力
損

害
の
補
完
的
な
補
償
に
関
す
る
条
約
の
実
施
に
伴
う
原
子
力
損
害
賠
償
資

金
の
補
助
等
に
関
す
る
法
律
案
及
び
原
子
力
損
害
の
賠
償
に
関
す
る
法
律

及
び
原
子
力
損
害
賠
償
補
償
契
約
に
関
す
る
法
律
の
一
部
を
改
正
す
る
法

律
案
に
つ
い
て
、
そ
の
提
案
理
由
及
び
内
容
の
概
要
を
御
説
明
申
し
上
げ

ま
す
。

平
成
二
十
三
年
三
月
十
一
日
に
発
生
し
た
東
北
地
方
太
平
洋
沖
地
震
に

伴
う
原
子
力
発
電
所
事
故
の
当
事
国
と
し
て
、
原
子
力
損
害
に
関
す
る
国

際
的
な
賠
償
制
度
の
構
築
に
貢
献
す
る
こ
と
が
我
が
国
の
責
務
と
考
え
ら

れ
ま
す
。

こ
の
よ
う
な
状
況
の
中
で
、
締
約
国
間
で
補
完
的
な
資
金
調
達
の
制
度

を
設
け
る
こ
と
及
び
事
故
発
生
国
に
裁
判
管
轄
権
が
専
属
す
る
こ
と
等
を

定
め
、
国
際
原
子
力
機
関
に
お
い
て
平
成
九
年
に
採
択
さ
れ
た
原
子
力
損

害
の
補
完
的
な
補
償
に
関
す
る
条
約
に
つ
き
ま
し
て
、
我
が
国
と
し
て
締

結
す
る
こ
と
を
承
認
い
た
だ
く
た
め
に
、
今
国
会
に
提
出
さ
れ
て
い
る
と

こ
ろ
で
あ
り
ま
す
。

今
般
提
出
い
た
し
ま
し
た
二
つ
の
法
律
案
は
、
と
も
に
相
ま
っ
て
、
こ

の
条
約
の
適
確
な
実
施
を
確
保
す
る
た
め
の
所
要
の
国
内
法
整
備
を
行
う

こ
と
を
目
的
と
す
る
も
の
で
あ
り
ま
す
。

…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…（
略
）…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…

次
に
、
原
子
力
損
害
の
賠
償
に
関
す
る
法
律
及
び
原
子
力
損
害
賠
償
補

償
契
約
に
関
す
る
法
律
の
一
部
を
改
正
す
る
法
律
案
に
つ
い
て
内
容
の
概

要
を
御
説
明
申
し
上
げ
ま
す
。

第
一
に
、
原
子
力
事
業
者
間
の
核
燃
料
物
質
等
の
運
搬
に
よ
り
生
じ
た

原
子
力
損
害
の
賠
償
責
任
に
関
す
る
特
約
及
び
求
償
権
に
関
す
る
特
約
は

書
面
に
よ
る
こ
と
と
し
、
原
子
力
事
業
者
は
、
他
に
そ
の
損
害
の
発
生
の

原
因
に
つ
い
て
責
め
に
任
ず
べ
き
自
然
人
が
あ
る
と
き
で
あ
っ
て
、
当
該

損
害
が
当
該
自
然
人
の
故
意
に
よ
り
生
じ
た
も
の
で
あ
る
場
合
は
、
そ
の

者
に
対
し
て
求
償
権
を
有
す
る
こ
と
と
し
て
お
り
ま
す
。

第
二
に
、
核
燃
料
物
質
等
の
運
搬
に
係
る
原
子
力
損
害
賠
償
責
任
保
険

契
約
及
び
原
子
力
損
害
賠
償
補
償
契
約
に
つ
い
て
は
、
保
険
者
及
び
政
府

原
子
力
損
害
の
賠
償
に
関
す
る
法
律
及
び
原
子
力
損
害
賠
償
補
償
契
約
に
関
す
る
法
律
の
一
部
を
改

正
す
る
法
律

八
七



は
、
当
該
運
搬
の
開
始
後
そ
の
終
了
ま
で
の
間
に
お
い
て
は
、
こ
れ
を
解

除
す
る
こ
と
が
で
き
な
い
こ
と
と
し
て
お
り
ま
す
。

な
お
、
こ
の
法
律
案
は
、
条
約
が
日
本
国
に
つ
い
て
効
力
を
生
ず
る
日

か
ら
施
行
す
る
こ
と
と
し
て
お
り
ま
す
。

以
上
が
、
こ
れ
ら
の
法
律
案
の
提
案
理
由
及
び
そ
の
内
容
の
概
要
で
あ

り
ま
す
。

何
と
ぞ
、
十
分
御
審
議
の
上
、
速
や
か
に
御
可
決
く
だ
さ
い
ま
す
よ
う

お
願
い
い
た
し
ま
す
。

二
、
衆
議
院
文
部
科
学
委
員
長
報
告

（
平
成
二
六
年
一
一
月
一
三
日
）

（
原
子
力
損
害
の
補
完
的
な
補
償
に
関
す
る
条
約
の
実
施
に
伴
う
原
子

力
損
害
賠
償
資
金
の
補
助
等
に
関
す
る
法
律
（
平
二
六
法
一
三
三
）
の

委
員
長
報
告
と
一
括
し
て
掲
載
）

○
附
帯
決
議（
平
成
二
六
年
一
一
月
一
二
日
）

（
原
子
力
損
害
の
補
完
的
な
補
償
に
関
す
る
条
約
の
実
施
に
伴
う
原
子

力
損
害
賠
償
資
金
の
補
助
等
に
関
す
る
法
律
（
平
二
六
法
一
三
三
）
の

附
帯
決
議
と
一
括
し
て
掲
載
）

三
、
参
議
院
文
教
科
学
委
員
長
報
告

（
平
成
二
六
年
一
一
月
二
一
日
）

○
水
落
敏
栄
君

た
だ
い
ま
議
題
と
な
り
ま
し
た
両
法
律
案
に
つ
き
ま
し

て
、
文
教
科
学
委
員
会
に
お
け
る
審
査
の
経
過
と
結
果
を
御
報
告
申
し

上
げ
ま
す
。

…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…（
略
）…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…

次
に
、
原
子
力
損
害
の
賠
償
に
関
す
る
法
律
及
び
原
子
力
損
害
賠
償

補
償
契
約
に
関
す
る
法
律
の
一
部
を
改
正
す
る
法
律
案
は
、
我
が
国
の

原
子
力
損
害
賠
償
制
度
を
同
条
約
上
の
制
度
と
適
合
さ
せ
る
た
め
の
法

整
備
を
行
お
う
と
す
る
も
の
で
あ
り
ま
す
。

委
員
会
に
お
き
ま
し
て
は
、
両
法
律
案
を
一
括
し
て
議
題
と
し
、
我

が
国
が
条
約
を
締
結
す
る
意
義
、
原
賠
法
の
抜
本
的
な
見
直
し
に
向
け

た
政
府
の
検
討
状
況
、
我
が
国
の
エ
ネ
ル
ギ
ー
政
策
の
在
り
方
等
に
つ

い
て
質
疑
が
行
わ
れ
ま
し
た
が
、
そ
の
詳
細
は
会
議
録
に
よ
っ
て
御
承

知
願
い
た
い
と
存
じ
ま
す
。

質
疑
を
終
局
し
、
順
次
採
決
の
結
果
、
両
法
律
案
は
い
ず
れ
も
全
会

一
致
を
も
っ
て
原
案
ど
お
り
可
決
す
べ
き
も
の
と
決
定
い
た
し
ま
し

た
。

原
子
力
損
害
の
賠
償
に
関
す
る
法
律
及
び
原
子
力
損
害
賠
償
補
償
契
約
に
関
す
る
法
律
の
一
部
を
改

正
す
る
法
律

八
八



以
上
、
御
報
告
申
し
上
げ
ま
す
。

原
子
力
損
害
の
賠
償
に
関
す
る
法
律
及
び
原
子
力
損
害
賠
償
補
償
契
約
に
関
す
る
法
律
の
一
部
を
改

正
す
る
法
律

八
九


